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＜今朝の聖書
【聞きたくないこと
うなことを意味することがあります。教会で行われる説教をどう理解する
かについては、触れませんが、いろいろに受け止められているようです。
主はここで律法の専門家に説教して
神様の声になっているのです。主の聞きたくないことを探し出して、議論
のための議論をしようと思ったのでしょう。
として”とあります。
いわゆる真理を、よくよく聞かなければならないのです。聖書は聞
ないことも語ります。
違う日常を生きた人が、異なる
【そんなこと知っている】
身というの
自分自身を愛するように隣人を愛しなさい。わたしは主である
19:18）”と“
神、主を愛しなさい（申命記
る”という声が聞こえるようですが、
主は具体的に金額まで示しています（
高くても数万円くらいに受け取るのがよさそうです
なったことを、ここでは具体的に説明しています
額でもありません。“そんなことができる人なんていないし、したら生き
ていけない”というところに立ち止まっているべきではないのです。
が（神の恵の）契約の書でなくなってしまいます。まず、誰だってこの“追
剥に襲われた人”のように困り果てたところを、助けてもらったことがあ
るからです。そ
の人は癒されたのか”とファリサイ派の人達が、訳を追及するのではなく
て、直面していることに、益を得るために臨んだのです。
【信仰者も人間】
のように説得する時に“クリスチャンだって人間なんだから”という時が
あります。ところがこの言葉は、無限に人々を教会から離れさせて行く危
険な役割も果たします。
教師にもなります。
ルーツは、
仰者だって人間だ”ということを大切にしました。“信仰を心の動きに関
する問題”とはしませんでしたと言ってもよいでしょう。この世のの全分
野に立ち向かう人でした。事態がまったく違う
ただ優しい
すが、ちょっと違うということを知るのも重要だといえます。
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